
 

 

第 4群  4-3 感情が不安定（有無） 
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4－3 

泣いたり、笑っ

たりして感情が

不安定になる 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「泣いたり、笑ったりして感情が不安定になる」行動の頻度を評価する項目である。 

ここでいう「泣いたり、笑ったりして感情が不安定になる」行動とは、悲しみや不安などにより涙

ぐむ、感情的にうめくなどの状況が不自然なほど持続したり、あるいはそぐわない場面や状況で突然

笑い出す、怒り出す等、場面や目的からみて不適当な行動のことである。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

元々感情の起伏が大きい等ではなく、場面や目的からみて不適当な行動があるかどうかで選択する。 
 

◆特記事項の例◆ 

家族の話では、昔から涙もろく、昔の話などをしていると、直ぐに泣いてしまうということで
あるが、場面や目的からみて不適当な行動ではないため、「1.ない」を選択する。家族も慣れ
ているため、軽くなだめる程度で、特に対応はしていない。 

 

◆特記事項の例◆ 

談話室などで職員と穏やかに会話していると突然怒り出して収まらなくなることが、週に 1 回
程度あることから「3.ある」を選択する。職員はそのたびにそばに付き添い、なだめるため手
間がかかっている。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

家族の話では、昔から

涙もろく、テレビドラ

マなどを見ていると

直ぐに泣いてしまう

ということが、1 か月

間で 1、2 回ある。 

「2.ときどきある」 「1.ない」を選択する。 

元々感情の起伏が大きい等ではなく、場面や目

的からみて不適当な行動があるかどうかで選

択する。 

 


